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   Urine samples were collected routinely from a total of 69 of normal males and females 

ranging in age from 2 to 76 and the 24-hour urinary excretion of 17-KS was measured 

according to the method of Drekter et al. The standard deviation of each excretion 
level was calculated and was chosen as an index of the 17-KS urinary excretion level of 

normal man. The results thus obtained are these 

   1. Generally speaking, males showed a higher urinary excretion level of 17-KS than 

females. Males in their 20's and females in their 50's yielded maximum urinary excre-

tion levels. 

   2. Males and females both under 10 years gave very low urinary excretion levels. 

   3. The urinary excretion of 17-KS took place more rapidly in females in their 10's 

than males of the same age group, and the former gave a higher urinary excretion level. 

   4. In their 20's, males showed a sudden increase in the urinary excretion of 17-KS. 

In their 30's there was a temporary decrease in the excretion level, but in their 40's the 

excretion level increased again. Over 50 years of age, there was a gradual decrease in 

the  excretion, but that decrease was more prompt than in the case of females.

緒 言

Zimmermann1)反 応 の 発 表 以 来Steroidに

関 す る 研 究 は 飛 躍 的 前 進 を 遂 げ た が,こ の 反 応

はAndrogenの み な ら ず,Steroid核 のC-17

位 にKetone群 を 持 つ も の の 総 て を 含 み,

KOHの 存 在 の も と にm-Dinitrobenzolと の

反 応 に よ つ て 比 色 定 量 し得 る.Lieberman11

等2)はChronlatographyに よ り,Kertoste-

roidの 多 数 を抽 出 し て い る が,17-Ketosteroid

(以 下 「17-KS」 と 略 記)に 属 す る も の と し て

Androsterone以 下17種 を,Mason及 びE11.

gstrom3)は 同 様Androsterone以 下18種 を

挙 げ て い る.こ れ ら尿 中 に 証 され る17-KSは 性

腺,副 腎 皮 質Hormoneの 代 謝 産 物 と見倣 さ

れ,そ の 生 理 的 或 は病 的 意 義 に関 して内 外 の研

究 業 績 は枚 挙 に 暇 が な い.わ が 泌 尿 器 科領 域 に

於 て も本 問 題 に 関 し,既 に 多 数 の詳 細 な研 究が

な され て い る.今 回 わ れ わ れ も年 令2才 乃至76

才 の 健 康 者69名(男 子34,女 子35)か ら型 の如

く採 尿 し,Drekter等16)の 方 法 に準 じて17-KS

の 測定 を 行 つ た の で,そ の成 績 を 追 加発 表 し,

御 参 考 に供 した い と思 う

実 験 方法 並 び に 実験 材 料

前記健康者か ら型の如 く24時間尿を採 り,こ れをよ
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く混和 し,そ の20m1を 還 流 冷 却 器 付100m1フ ラス

コに分取 し,濃 塩 酸3mlを 加 え,100℃ 水 浴 上 に

prehydrolisisを 行 い,流 水 で 急 冷 し,全 体 の 半量 を

分液漏 斗 に と り,約10m1の エ チ ル エ ー テル で4回

宛抽 出す る.抽 出 工 一 テル層 に 約20m1宛 の10%

NaOHを 加 え,洗 溝 す る こ とを2回,次 い で再 蒸 溜

水約20ml宛 で2回 洗 灘 す る.洗 潅 工 一 テル 層 の全 量

を40m1と し,そ の10ml宛 を2本 の 試 験 管 に 分取

し,第1管 を本 試 験,第2管 を尿 対 照,更 らに 比 色 基

準 として第3管 に エ ー テ ル10m1を と り,そ れ ぞ れ

60℃ 水浴上 に て エ ー テル を完 全 に 揮 散 させ,第1管

には2%m-DinitrobenzolO.5ml,5N-KOHO.5m1

宛 を,第2管 及 び 第3管 に はmDinitrobenzo1の 代

りに無水 アル コール0.5m1,5N・KOHO.5mlを そ れ

ぞ れ力喉,87℃ の暗 室 に30分 間 放 置 し て,Zimlne-

rmann反 応 を行 い,ア ル コ ール:H20=21の 稀

釈液5m1宛 を加 え,第3管 の透 光 度 を100%と し,

第1管,第2管 の 透光 度 を測 定 し,17-KSの 檬 準 曲

線 に よ り,第1管 の絶 鮒 値 か ら第2管 の絶 対 値 を 差 引

い た.そ の値 は 原尿2,5m1に 相 当 す るた め,24時 間

尿総 量に絶 対値 を 乗 じ,2.5で 除 して24時 間17-KSの

排泄 量 と した 。即 ち これ を式 で 示す と

・7-K・排糧(m・/・ ・y)一 齪 値 黎1時 間墨

の如 くなる.

17-KS標 準 曲線(第1図)

吻

loe

90

80

70

60

50

4

第1図17-KS標 準 曲線

789

Om1宛 加 え,全 体 を2.Om1と し,更 らに比 色 対 照 と

して第7管 に エ チ ル エ ー テル2ccを と り,50℃ 水 浴

上 で エ チル エ ー テル を 完 全 に揮 散 させ る.次 いで,第1

管 乃 至 第6管 に はm-Dinitrobenzolの エ タ ノ ール

溶 液 を 各 々0.5m1,第7管 に はm-Dinitrobenzolの

代 りに純 エ タ ノールO.5ccを 加 え,全 管 に5N・KOH

を 各 々0.5m1宛 加 え,37℃ 暗 室 中 に て30分 間Zim-

mermann反 応 を行 う.次 い で エ タ ノール:H20=2

:1の 混 液 を5m1宛 加 え,よ く振 愚混 和 し,日 立 製

EPO-B型 光 電分 光 光 度 計 を用 い,530rnPtのFilter

で 第7管 を基 準 と して,そ の透 光 度 を100と し,第1

乃 至 第6管 の透 光 度 を 測 定す る.こ の 測 定値 はそ れ ぞ

れ 第1管 か らDehydroisoandrosteroneの 絶 対 量

0'O・0125・0・025,0・05,0・075,0・1mgに 相当 す

る.

標 準 偏 差 得 られた 各 年 代 の 標準 偏 差 は 次 式 に よ り

これ を 求 め,一 応 の指 標 と した.

平 均 誤 差 をS,標 本 の値 をX,平 均 値 を1と す る.

52一耀
1(⑭2

実 験 成 績

1)年 令別,男 女別 の成績(第1表)

男子では年令2才 乃至8才 の5例 の平均値は1.89

mg/day(以 下数字 はmg/day),そ の分布は0,9～

第1表 年令別,男 女別の成績

性別

男子

年 令 例数

・一 ・1・

11～181・

21～23

31～39

45～47

051152:0(Standatv'SotutiOr7)
oαe・e2ae3ae4aosee6ev7a .esaogalo(my/25mtfi原 液)

Dehydroisoandrosteroneの0.05mg/ccエ チ ル

エ ー テ ル 溶 液 を 調 製 し,6本 の 試 験 管 に そ れ ぞ れ0,

O・25,0.5,1.0,1.5,2.Om1宛 分 取 し,こ れ に エ チ

ル エ ー テ ル を そ れ ぞ れ2.O,1.75,1。5,1.0,0.5,

51～58

61～72

女子

2～9

10～19

20～28

30～37

41"v46

51'v58

[62-76

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

平均値

L89

4,06

12.02

9.86

12.97

11.05

分 布

0,9～3.64

2.7～6.30

6.ON16.0

4.4～19.9

8.36～18.0

6.45～13.7

9・80i4・0～18.6

2。73

8,53

9.08

6、30

8.75

10。12

9.03

1.08～5.6

2.64～18.7

6.0～13曾6

4.6～7.48

5。54・'v14.4

5.0・-v15.3

4.2～14.0

標準偏差

1.89±0.93

4。06±1.35

12。02±3.27

9.86=ヒ5.65

12.97±3。28

11.05±2.58

9.80±5.21

2.73±1。54

8.53±5.53

9.08=ヒ2.80

6.30=ヒ1.15

8.75±3。20

10.12±4.15

9。03±3。27
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3.64で,標 準 偏 差1.89±O.93で あ つた.又11才 至18才

の4例 の平 均 値 は4.06を 示 し,分 布 は2.7～6。3で 標 準

偏 差4.06±1.35,21才 乃至23才 の5例 は 平 均値12.

02,分 布 は6.0～16.0,標 準 偏 差12.02±3.27で あっ

た.更 らに31才 乃至39才 の5例 の 平 均値 は9.86,分

布 は44～19.9を 示 し,標 準 偏 差 は9.86=ヒ5.65.45才

乃 至47才 の5例 の平 均値 は12.97,そ の 分 布 は8.36～

18.0で 標 準 偏 差12.97士3.28で あ つ た.51才 乃 至58才

の5例 の平 均 値 は11.05,分 布 は6.45～13.7で,標 準

偏 差11.05±2.58,61才 乃 至72才 の5例 の平 均 値 は

9.80,そ の分 布 は4.0～18.6.標 準 偏 差9.8±5.21を

そ れ ぞ れ 示 した.

女子 で は年 令2才 乃至9才 の5例 の平 均 値 は2.73,

分 布 は1.08～5.6,標 準 偏 差 は2.73=ヒ1.54,10才 乃 至

19才 の5例 は 平 均値8.53,分 布 は2,64～18.7,標 準

偏 差8.53±5.53で あつ た.次 に20才 乃 至28才 の5例

は 平均 値9.08,分 布 は6.0～13.6を 示 し,そ の標 準 偏

差9.08±2.80,30才 乃至37才 の5例 の平 均 値 は6.

30,分 布 は4.6～7.48,標 準 偏 差6.30±1.15を,又41

才 乃至46才 の5例 の 平均 値 は8.75,分 布 は5.54～14,

4,標 準 偏 差8.75±3.20,51才 乃 至58才 の5例 は 平均

10.12,分 布 は5.0～15.3で,標 準偏 差10.12±4.15を

示 し,62才 乃 至76才 の5例 の 平均 値 は9.03,分 布 は

4.2～14.O,標 準偏 差 は9.03±3.27を そ れ ぞ れ 示 し

た.

2)17-KS年 令 別,男 女別 平 均 曲 線(第2図)

第2図17・KS男 女別平均値
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前記1)の 年令別,男 女別平均値 をみ ると,男 女共

中央の くびれた2峰 性 曲線を示 し,17-KS値 は男子で

は20才 から急激に上昇 し,30代 で多少下 降す るが,40

代で再び上昇 し,50代 か ら漸次下降する.女 子 にあつ

ては10代 で男子に比 し,急 に上昇す るが,20代 では緩

慢であるが上昇 し,30代 で1時 下降 し,40代 で再び上

昇,50代 で最高値 を示 し,60代 以上 では再び漸次下降

す る.こ の曲線か ら男女 の17-KS排 泄値 の差異を窺

うに,女 子 は10代 では男子 よ り高値 を示 し,20代 では

男子 が急激 に上昇す るに対 し,女 子 は漸増 傾 向 を示

し,30代 では共に下降,40代 で再び上昇を,50代 から

漸 次下降す る.即 ち10代 の女子 の急激 な上昇 と20代男

子 の同様上昇曲線,50代 以降の男子 の比較的早い下降

に対 し,女 子の緩慢な上昇及 び下降が甚だ特徴的であ

つ た.然 し一般に17-KS排 泄量は男子に遙かに高い

値を示 した.

総 括

以 上 に記 した 実 験 成 績 を総 括 して述 べ るにわ

れ わ れ がDrekter等 の 方 法 に準 じ て測定 した

正 常 人17-KS値 は 一般 に 男 子 が 女 子 に比 し,

甚 だ高 値 を 示 す こ と,10才 以 下 の 小 児 で はその

排 泄 値 が 極 め て小 さい こ と,10代 で は女 子 に高

く,20代 か ら男 子 に 高値 を 示 す如 くな り,男 子

は50代 で はす で に下 降 を み るが,こ れに 反 し,

女 子 で は こ の年 代 で は 尚 上 昇 傾 向 を有 す る こと

等 が窺 わ れ た.

正 常 人17-KS尿 中排 泄 値 に 関 す る報告 は本

邦 で は 三 宅4)を 始 め とす る多 数 の報 告5)～12)が

あつ て,既 に そ の概 略 は 明 らか で あ るが,そ の

報 告 を 詳 細 検 討 す るに,そ の 値 が 諸家 に よ り必

ず し も一 致 し て い な い.こ れ は17-KSの 測定

法 の差 異 に 基 くも の と思 わ れ,そ の測 定値 が異

る の は 当然 と云 うべ きで あ ろ う.然 し各 年代 の

尿 中17-KS排 泄 量 は 内 外 諸 家 の成 績 を綜 合 し

て も凡 そ 一 定 した変 動 が窺 わ れ,一 般 に 外 国人

18)は本 邦 人 よ り高値 を 示 す如 く思 われ る
,

結 論

われ わ れ は年 令2才 乃 至76才 の健 康 者 男女 合

計69名 の尿 中17・KS1日 の排 泄 量 をDrekter

等 の方 法 に準 じ て測 定 し,次 の如 く結 論 す る,

1)一 般 に 男 子 は 女 子 よ り高 値 を示 し,最 高

値 は 男 子 で は20代,女 子 で は50代 で あつ た.

2)男 女 共10才 未 満 で は17-KS排 泄 量 は甚

だ少 い.

3)10代 の女 子 は 男 子 に比 し,尿 中17-KS

排 泄 が 早 く始 ま り,然 もそ の値 が高 い.

4)20代 で は 男 子 は急 激 に 上 昇 を示 し,30代
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で は一 旦 下 降 す る が,40代 で は 再 び 上 昇 し ・50

代 以後 は漸 次 下 降 す るが ・ そ の 下 降 は 女 子 よ り

早 い.

(本論文 の要 旨 は第48回 日本 泌 尿 器 科 学 会 総 会 で 発

表 した.尚,Dehydroisoandrosteroneの 純 品 の提

供を受 けた帝 国臓 器 に対 し,滋 に記 して感 謝 す る.)
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